つつじ ゝ おか 

ン 1 ぎ き 

日 は 午な り。 あらら 木の たらたら 坂に 樹の蔭 もな し。 

もん さしはさ 

寺の 門、 植木屋の 庭、 花屋の 店な ど、 坂 下 を 挟 みて 

町の 入口に は あたれ ど、 のぼるに 従 ひて、 ただ 畑ば か 

りと なれり。 番小屋め きたる もの 小 だかき 処に見 ゆ。 

な はな みち つつじ くれない 

谷に は 菜の 花 残りたり。 路の 右左、 躑躅の 花の 紅 な 

力た 力た さ 力り 

るが、 見渡す 方、 見返る 方、 いま を 盛な りき。 ありく 

につれ て 汗 少しいで ぬ。 

空よ く 晴れて 一 点の 雲 もな く、 風 あたたかに 野 面 を 

吹け り。 



ゆ やさ 

一人に て は 行く ことな かれと、 優しき 姉上の いひた 

き 

リし を、 肯 かで、 しのびて 来つ。 おもしろ きながめ か 

かた ひとたば たきぎ おの こ きた 

な。 山の 上の 方より 一束の 薪 を かつぎた る 漢ぉリ 来 

まゆ め むこう はちまき 

れり。 眉 太く、 眼の 細き が、 向 ざまに 顱卷 したる、 

額の あたり 汗に なりて、 のしの しと 近づきつつ、 細き 

道 を かたよけ て われ を 通せし が、 ふり か ヘリ、 

「危ない ぞ 危ない ぞご 

まな じり しわ ゆきす 

とい ひずて に 眦 に 皺 を 寄せて さっさつと 行 過ぎぬ。 

かたつつ じ 

見返れば ハヤたら たらさが リに、 その 肩 躑躅の 花に 

かみ ゆ あたま やまかげ 

かくれて、 髪 結 ひたる 天窓の み、 やがて 山 蔭に 見えず 

こみち .1 ここ あ、 ち ぜみョ 

なりぬ。 草が くれの 径 遠く、 小川 流る る 谷間の 畦 道 を、 



り。 そのまま 小石 を 拾 ひ あげて 狙 ひうちし、 石 は それ 

ちと 

ぬ。 虫 はくる リと 一 ッま はりて、 また 旧の やうに ぞを 

る。 追 ひかくれば 迅 くもまた 遁げ ぬ。 遁 ぐるが 遠くに 

は 去らず、 いつもお なじ ほどの あは ひ を 置きて は キラ 

は おうよう ふた 

キラと ささやかなる 羽ばたきして、 鷹揚に その 一 一す ぢ 

の 細き 髯を 上下に ゎづ くりて おし 動かす ぞいと !5 さげ 

なりけ る。 

あしぶみ こころ 

われ は 足 踏して 心 いらて リ。 その ゐ たる あと を 踏 

みに じりて、 

「畜生、 畜生 ご 

つぶや おど こぶし 

と 眩き ざま、 躍り かかりて ハタと 打ちし、 拳 はい 



たづ らに 土に よごれぬ。 

かれ ひとあし かた ゆうゆう は 

渠は 一 足 先なる 方に 悠々 と羽づ くろ ひす。 憎し と 思 

こ みまも 

ふ 心を籠めて 瞻 りたれば、 虫 は 動かず なりたり。 つ 

くづく 見れば 羽蟻の 形して、 それよりも やや 犬なる、 

ごさ ：* 

身 はた だ 五彩の 色 を 帯びて 青み がちに かがやき たる、 

うつくし さい はむ 方な し。 

色彩 ぁリ 光沢 ある 虫 は 毒な りと、 姉上の 教 へたる を 

い うちお ひっかえ 

ふと 思 ひ 出で たれば、 打 置きて すごすごと 引返せし が、 

あしもと ふた くだ にわか 

足 許に さきの 石の 一 ーッに 砕けて 落ちた るよ リ 俄に 心 

動き、 拾 ひ あげて 取って返し、 きと 毒虫 を ねら ひたり。 

このたび は あやまたず、 したた かう つて 殺しぬ。 嬉 



ふさ さきこ まさお 

塞ぎて、 曰かげ あかく 咲 込めた る 空の いろの 真 蒼き 下 

に、 \ィ むは われの みなり。 

ちんじゅ やしろ 

鎮守の 社 

坂 は 急なら ず 長く も あらね ど、 一 つ 尽れば また あら 

あらわ うちつづ 

たに 顕る。 起伏 あたかも 大波の 如く 打 続きて、 いつ 

たん 

坦 ならむ とも 見え ざり き。 

う くぼみ つくば 

あまり 倦み たれば、 一 ッぉリ ての ぼる 坂の 窪に 踞 

ひし、 手の あきたる まま 何なら む 指 もて 土に かき はじ 

めぬ。 さとい ふ 字 も 出来たり。 くと いふ 字 も 書きたり _ 



かくて あらむ、 こたび こそと 思 ふに 違 ひて、 道 はまた 

うね ふみ ごこち やわら 

蜿れる 坂な り。 踏 心地 柔 かく 小石 ひとつ あらず なり 

ぬ。 

いまだ 家に は 遠し とみ ゆるに、 忍びが たく も 姉の 顔 

なつかしく、 しばらく も得堪 へずな リ たり。 

再び かけのぼり、 また かけりお りたる 時、 われ しら 

ず 泣きて ゐっ。 泣きながら ひたばしりに 走り たれ ど、 

なほ 家 ある 処に 至らず、 坂 も 躑躅 も 少しも さきに 異 

ら ずして、 日の 傾く ぞ 心細き。 肩、 背の あたり 寒うな 

りぬ。 ゆ ふ 日 あざやかに ぱっと 茜 さして、 眼 も あや 

に 躑躅の 花、 ただ 紅 t の 雪の 降 積める かと 疑 はる。 



しぼ 

われ は 涙の 声た かく、 ある ほど 声 を 絞りて 姉 を もと 

ひと ふた み 

めぬ。 一た び 二た び 三た びして、 こたへ やする と 耳 を 

すま はるか 

澄せば、 遥に 滝の 音 聞え たり。 どうどうと 響くな かに、 

いと 高く^ えたる 声の 幽 に、 

「もういい よ、 もういい よご 

と 呼びた る 聞え き。 こ はいと けなき 我がな かまの 隠 

れ 遊びと いふ ものす る あ ひ 図なる こと を 認め 得た る、 

ひとこえ 

一声く リ かへ すと、 ハヤき こえず なりし が、 やう やう 

心た しかに その 声した る 方に たどりて、 また 坂 ひとつ 

おりて 一 つの ぼり、 こだかき 所に 立ちて 瞰 おろせば、 

ぞうさ かわらやね こだち 

あまり 雑作な しゃ、 堂の 瓦屋根、 杉の 樹立の なかより 



ふみまよ くれない 

見えぬ。 かくて われ 踏 迷 ひたる 紅 の 雪の なか をば の 

うしろ つつじ 

がれつ。 背後に は 躑躅の 花 飛び飛びに 咲きて、 青き 草 

ひと かぶ 

まばらに、 やがて 堂の うらに 達せし 時 は 一 株 も 花の あ 

かきはなくて、 たそがれの 色、 境内の 手 洗 水の あたり 

こ さく ゆ いちょう ふ 

を 籠め たり。 柵 結 ひたる 井戸 ひとつ、 銀杏の 古り たる 

樹 あり、 そがう しろに 人の 家の 土塀 あり。 こなた は 裏 

木戸の あき 地に て、 むかひに 小さき 稲荷の 堂 あり。 石 

の 鳥居 あり。 木の 鳥居 ぁリ。 この 木の 鳥居の 左の 柱に 

は 割れめ ありて 太き 鉄の 輪 を 3i めた る さへ、 心た しか 

に 覚え ある、 ここより は ハヤ 家に 近し と 思 ふに、 さき 

の 恐し さは 全く 忘れ 果て つ。 ただ ひと へ に ゆ ふ 日照 リ 



やさ 

て 笑 はれな む。 優しき 人の なつかし けれど、 顔 を あは 

くちお 

せて いひ まけむ は 口惜しき に。 

うれ 

嬉しく 喜ばしき 思 ひ 胸に みちて は、 また 急に 家に 帰 

ら むと はお も はず。 ひとり 境内に \ィ みしに、 ゎッと 

いふ 声、 笑 ふ 声、 木の 蔭、 井戸の 裏、 堂の 奥、 廻廊の 

や こ あとさき 

下より して、 五ッ より 八ッ までなる 児の 五、 六 人前 後 

に 走り かで たり、 こ はかくれ 遊びの 一 人が 見いだ され 

たる も のぞと よ。 二人 三人 走り 来て、 わが 其処に 立て 

ひとみ 

る を 見つ。 皆 瞳 を 集めし が、 

い つし よ 

「お遊びな、 一 所に お遊びな ご とせ まりて 勧めぬ。 

小 家 あちこち、 この あたりに 住む は、 かた ゐと いふ も 



こば うなず 

きとに、 われ は 拒まず して 頷きぬ。 

児 ど も は さ ざめ き 喜び た りき。 さて また かくれ あそ 

び を 繰 返す とて、 拳して さがす もの を 定めしに、 われ 

おも C おお 

その 任に あたりたり。 面を蔽 へと いふ ままに しつ。 

ひッ そとな りて、 堂の 裏 崖 を さかさに 落つ る 滝の 音 ど 

まつすぎ こずえ 

うどうと 松 杉の 梢 ゆ ふ 風に 鳴り渡る。 かすかに、 

「もう 可い よ、 もう 可い よご 

こだま 

と 呼ぶ 声、 釾に 響け リ。 眼 を あくれば あた リ 静ま 

ひときわ きた おおい 

リ 返りて、 たそがれの 色 また 一際 襲 ひ 来れり。 大な 

もうろう 

る樹 のす くす くと ならべ るが 朦朧と してう すぐら きな 

かに 隠れむ とす。 



動け る ほどに、 あきらかに その 心ぞ 読まれた る。 

やしろ 

されば いささか もた めら はで、 つかつかと 社の 裏 

を のぞき 込む、 鼻う つば かり 冷たき 風 あり。 落葉、 

くちば うずた A けよ い 

朽葉 堆 く 水く さき 土のに ほひした るの み、 人の 気勢 

えり ひや や 

もせで、 頸 もとの 冷 かなる に、 と 胸 をつ きて 見返りた 

力 ひと .：《 すかた 

る、 またたく まと 思 ふ 彼の 女 は ハヤ 見え ざり き。 何方 

にか 去りけ む、 暗くな りたり。 

身の 毛 よだちて、 思 はず 啊呀と 叫びぬ。 

ひとが お すみ ゆ 

人 顔の さだか ならぬ 時、 暗き 隅に 行くべからず、 た 

まど 

そがれの 片隅に は、 怪しき もの ゐて人 を 惑 はすと、 姉 

上の 教 へしこと あり。 



ぼうぜん まなこ みは 

われ は 茫然と して 眼を睜 りぬ。 足 ふる ひたれば 動 

-? リ で 

きもなら ず、 固くなりて 立ちす くみた る、 左手に 坂 あ 

り。 穴の 如く、 その 底より は 風の 吹き出 づ ると 思 ふ 黒 

あん あん 

闇々 たる 坂 下より、 ものの のぼる やう なれば、 ここに 

あらば 捕 へ られ むと 恐し く、 とかう の 思慮 もな さで 

やしろ ふさい き 

社の 裏の 狭き なかに にげ 入りつ。 眼 を 塞ぎ、 呼吸 を 

ころして ひそみた るに、 四 足の ものの 歩む け は ひして、 

社の 前 を 横ぎ リ たり。 

ひとごこち 

われ は 人心地 も あらで 見られ じとの み ひたすら 手足 

ひと 

を 縮めつ。 さる にても さきの 女のう つくし かりし 顔、 

やさし 

優 かりし 眼 を 忘れず。 ここ を われに 教 へし を、 今に 



落着きたり。 怪しき もの ども、 何とて や はわれ をみ い 

お 1-n か ひや や 

だし 得む、 愚なる、 と 冷 かに 笑 ひしに、 思 ひがけず、 

誰なら むた まぎる 声して、 あわてふためき 遁 ぐるが あ 

りき。 驚きて また ひそみぬ。 

「ちさと や、 ちさと や ご と 坂 下 あたり、 かなしげ にわ 

れを 呼ぶ は、 姉上の 声な りき。 

おおぬ ま 

大沼 

「ゐ ない ッて私 あどう しょう、 爺 や。」 

「根ッ から ゐさ つし やらぬ こと は ござります まいが、 



日 は 暮れます る。 何せい、 御 心配な こんで ござります _ 

まえ さま むすび とん 

お前 様 遊びに 出します 時、 帯の 結め を 丁と たたいて 

やらつ しゃれば 好い にご 

「ああ、 いつも はさう して 出して やる の だけれ ど、 け 

ふ はお 前 私に かくれて そッと 出て 行ったろう ではない 

かねえ ご 

ぶねん むすび たた 

「それ は ハヤ 不 念な こんだ。 帯の 結め さへ 叩い とき 

おふくろ さま たましい 

や、 何が それで 姉 様な り、 母 様な りの 魂 が 入る も 

ェテ 

ん だで 魔め はどうす る こと もしえ な いで ごす ご 

「さう ねえ ごと もの かなしげに 語ら ひっつ、 社の 前 

をよ こぎり たま へ り。 



す こけ いしば ち 

よく 澄みて、 青き 苔む したる 石 鉢の 底 も あきらかな リ_ 

むす 

手に 掬ば むとして うつむく 時、 思 ひかけ ず 見た る わが 

顔 は そもそも いかなる も のぞ。 覚えず 叫びし が 心 を 籠 

しず まなこ ぬぐ のぞ 

めて、 気 を 鎮めて、 両の眼 を 拭 ひ 拭 ひ、 水に 臨む。 

われに も あらで またと は 見る に 忍びぬ を、 いかで わ 

れ かかるべき、 必ず 心の 迷へ るなら む、 今 こそ、 今 こ 

そと わななきながら 見直した る、 肩 を とらへ て 声 ふる 

はし、 

ちさと 

「お、 お、 千里。 ええ も、 お前 は ご と 姉上の のた まふ 

に、 鎚 りっか まくみ かへ りたる、 わが 顔 を 見た まひし 



やまふところ おいしげ はんぷく 

山懐に、 緑の 草の、 ぬれ 色 青く 生 茂りつ。 その 半 腹 

いわかど こけ い つちよう 

に かかりある 厳 角の 苔の なめらかな るに、 一挺 はだ 

ろう iO ほかげ かけい 

か蠟に 灯と もした る 灯影す ずしく、 筧の 水む くむく 

わた ま たらい かみ 

と 湧きて 玉ち る あたりに 盥を据 ゑて、 うつくしく 髪 

ゆ ひと 

結うた る 女の、 身に 一 糸 も かけで、 むかう ざまに ひた 

りて ゐ たり。 

筧 の 水 は そのたら ひに 落ちて、 溢れに あふれて、 地 

くぼ 

の 窪みに 流る る 音し つ。 

蠟の灯 は 吹く となき 山お ろしに あかくな リ、 くらう 

なりて、 ちらちらと 眼に 映ず る 雪な す膚白 かりき。 

ねがえ うなず 

わが 寝返る 音に、 ふと こなた を 見返り、 それと 頷く 



ねえさん 

では 姉 様が 見 違へ るの も 無理 はない の だもの ご 

われ もさ あらむ と 思 は ざり しに も あら ざり き。 いま 

はたし かに それよ と 疑 はずな りて、 のた まふ ままに 

うなず よ ぎ 

頷きつ。 あたりの めづ らしければ 起きむ とする 夜着 

やわら 

の 肩、 ながく 柔 かにお さへ たまへ り。 

「ぢ つと してお いで、 あんばい がわる いの だから、 

落着いて、 ね、 気 を しづめ るの だよ、 可い かいご 

われ はさから はで、 ただ 眼 を もて 答へ ぬ。 

みちし ば 

「どれ ごとい ひて 立った る 折、 のしの しと 道 芝 を 踏む 

お- P じ 

音して、 つづれ を まとうた る老 夫の、 顔の 色い と 赤き 

えんち こ はい 

が 縁 近う 入り 来つ。 



つ 鞘ながら 引 そばめ、 雄々 しき 声に て、 

「何が 来ても もう 恐く はない。 安心して お寝よ ご と 

さま 

のた まふ、 たのもしき 状よ と 思 ひて ひたと その 胸に わ 

あ J ちナ 

が 顔 をつ けたる が、 ふと 眼 を さましぬ。 残燈 暗く 

とこばしら いろ こ 

床柱 の 黒う つややかに ひかる あたり 薄き 紫の 色 籠め 

て、 香の 薫 残りたり。 枕 をはづ して 顔 を あげつ。 顔 

とじ め まつげ 

に 顔 を もたせて ゆるく 閉 たま ひたる 眼の 睫毛 かぞ ふる 

ばかり、 すやすやと 寝入りて ゐた まひぬ。 ものい はむ 

みまも さぴ 

とお も ふ 心お くれて、 しばし 瞻 りしが、 淋し さに たへ 

ねば ひそかに その 唇に 指さき を ふれて 見ぬ。 指 は それ 

て 唇に は 届かで なむ、 あまりよ くねむ リ たまへ り。 鼻 



胸 は、 もとの 如く 傍 にあ をむ きゐて、 わが 鼻 は、 い 

はだ やわらか ふとん う も 

たづら におの が膚 にぬ くまり たる、 柔 き 蒲団に 埋れ 

て、 を かし。 

わたしぶね 

ゆめまぼろし 

夢 幻と も わかぬ に、 心 を しづめ、 眼 を さだめて 見 

やわら 

たる、 片手 はわれに 枕 させた まひし 元の まま 柔 かに 

ふとん 

力なげ に 蒲団のう へ に 垂れた ま へ り。 

片手 をば 胸に あてて、 いと 白く た を やかなる 五指 を 

お う) J ん めぬき さや ぬり 

ひらきて 黄金の 目 貫 キラ キラとう つくしき 鞘の 塗の 輝 



いっちょう おの 

をぢは 一挺の 斧 を 腰に したり。 れいに よりての し 

いばら お きぬ そで 

のしと あゆみながら、 茨な ど 生 ひしげ りて、 衣の 袖 を 

さへ ぎる にあへば、 すかす かと 切って 払 ひて、 うつく 

しき 人 を 通し 参らす。 されば 山路の なやみな く、 高き 

ぬリ げた すそ 

塗 下駄の 見えが くれに 長き 裾 さばきながら 来た まひつ。 

おおぬ ま らん たた 

かくて 大 沼の 岸に 臨みたり。 水 は漫々 として 藍を湛 

へ、 まば ゆき 日の かげ も t 処の 森に はさ さで、 水面 を 

さ つ さ つ 

わたる 風 寒く、 颯々 として 声 ぁリ。 をぢ はこ こに 来て 

ソ とわれ をお ろしつ。 はしり 寄れば 手 を 取りて 立ちな 

いだ きぬ そで 

がら 肩 を 抱きた まふ、 衣の 袖 左右より 長く わが 肩に か 

かりぬ。 



をぢ はわれ を扶 けて 船より 出 だしつ。 また その 背 を 

向けたり。 

うち 

「泣く でね え 泣く でね え。 も うぢき に坊ッ さまの 家ぢ 

や。」 と 慰めぬ。 かなし さは それに は あらね ど、 いふ も 

かひなくて ただ 泣きたり しが、 しだいに 身の つかれ を 

感じて、 手 も 足 も 綿の 如く うちかけら るる やう 肩に 負 

はれて、 顔 を 垂れて ぞ ともな はれし。 見覚え ある 板塀 

の あたりに 来て、 日の やや くれ かかる 時、 老夫 はわれ 

いだお ろ うち 

を 抱き 下して、 溝の ふちに 立た せ、 ほくほく 打 ゑみ つ >, 

いんぎん えしゃく 

慇憝に 会釈したり。 



その 心の 安ん ずる やう、 強 ひて 顔つ くりて 二 ッコと 

笑うて 見せぬ。 

うすき I.e 

「おお、 薄 気味が 悪い ねえ ご 

と 傍 にあり たる 奈四郎 の 妻なる 人 眩き て 身ぶ る 

ひしき。 

とりま 

やがて また 人々 われ を 取 巻きて ありし ことども 貴む 

るが 如くに 問 ひぬ。 く はしく 語りて 疑 を 解かむ とお 

も ふに、 を さなき 口の 順序 正しく 語る を 得む や、 根 問 

は ど いちいち とき あ 

ひ、 葉 問 ひする に 一 々説明 かさむ に、 しかも われ あま 

りに 疲れたり。 うつつ 心に 何 を かいひた る。 

やう やくい ましめ は ゆるされ たれ ど、 なほ 心の 狂 ひ 



はて 

まさりて、 果 はまこと にものく る はし くもなり もて ゆ 

くなる。 

あや とえはたえ 

たと へば 怪しき 糸の 十重 一 一十 重に わが 身 を まと ふ 

ここち 

心地し つ。 しだいし だいに 暗き なかに 奥深く おちいり 

おもい かリ はら のがれい 

て ゆく 思 あり。 それ をば 刈 払 ひ、 遁出 でむと する に 

すべ まゆ 

その 術な く、 する こと、 なすこと、 人 見て 必ず、 眉 を 

ひそ あざけ いやし ののし かなし うれ 

顰め、 嘲 り、 笑 ひ、 卑 め、 罵 リ、 はた 悲 み 憂 ひな 

► J ころげき 

どす るに ぞ、 気 あがり、 心 激し、 ただ じれに じれて、 

すべての もの 皆 われ を はらだたしむ。 

くちお まわ リ かたき 

口惜しく 腹立たし きまま 身の 周囲 は ことごとく 敵 

ぞと 思わる る。 町 も、 家 も、 樹も、 鳥籠 も、 はた それ 



ここの こだま そま 

に 九ッ砑 とい ひたる 谷、 あけがたに 杣 のみいだ した 

たち ま ふち 

るが、 忽ち 淵に なりぬ とい ふ。 

みな こぞ へ 

里の 者、 町の 人皆挙 りて 見に ゆく。 日 を 経て われ も 

きた いってん 

姉上と ともに 来り 見き。 その 日 一天 うらら かに 空の 色 

す なん ぷ う ささな み 

も 水の 色 も 青く 澄みて、 軟風 おもむろに 小波 わたる 淵 

ちリ ひとは つばさ 

の 上に は、 塵 一 葉の 浮べる あらで、 白き 鳥の 翼 広き が 

ら ん ぺ き 

ゆたかに 藍 碧なる 水面 を 横ぎ りて 舞 ヘリ。 

あらし や *T ん 

すさまじき 暴風雨な りし かな。 この 谷 もと 薬研の 如 

き 形したり きと ぞ。 

いくかぶ まっかし わ ふきたお 

幾 株と なき 松柏 の 根 こそぎ になり て 谷間に 吹 倒さ 

つち 

れ しに 山腹の 土 落ちた まりて、 底 をな がるる 谷川 をせ 
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